
　
　
　
　

 
・
高
速
鉄
道
事
業
会
計
に
対
す
る
一
般

　

会
計
貸
付
に
つ
い
て
、
市
債
管
理
基

　

金
の
繰
替
運
用
に
よ
り
対
応
す
る
こ

　

と
に
伴
い
、
返
還
さ
れ
る
貸
付
金
相

　

当
額
１
０
３
億
９
０
８
万
６
千
円
を

    

高
速
鉄
道
建
設
基
金
へ
積
み
戻
す
も
の

・
平
成
20
年
度
末
に
廃
止
し
、
財
政
調

　

整
基
金
に
編
入
し
た
旧
市
庁
舎
整
備

　

基
金
相
当
額
25
億
円
を
公
共
施
設
保

　

全
整
備
基
金
へ
積
み
立
て
る
も
の

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
に

　

伴
う
給
付
費
の
増
加
に
対
応
す
る
た

　

め
、
必
要
な
経
費
１
億
９
１
０
１
万

　

円
を
追
加
す
る
も
の

・
公
益
財
団
法
人
仙
台
市
医
療
セ
ン
タ

　

ー
が
実
施
す
る
仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院

　

Ｃ
棟
改
築
事
業
に
お
け
る
災
害
時
拠

　

点
機
能
強
化
事
業
に
対
し
助
成
に
要

　

す
る
経
費
３
億
４
５
０
０
万
円
を
追

　

加
す
る
も
の

・
共
同
事
業
医
療
費
拠
出
金
が
当
初
見

　

込
み
額
を
上
回
る
こ
と
か
ら
、
必
要

　

な
経
費
４
億
円
を
追
加
す
る
も
の

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

債
償
還
金
３
０
３
０
万
４
千
円
を
追

　

加
す
る
も
の

　

特
別
職
の
職
員
に
係
る
報
酬
の
支
給

　

制
限
に
つ
い
て
定
め
、
平
成
29
年
４

　

月
１
日
以
降
の
常
勤
の
監
査
委
員
お

　

よ
び
常
勤
の
人
事
委
員
会
の
委
員
の

　

給
料
月
額
を
定
め
る
と
と
も
に
、
同

　

日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の

　

間
に
お
け
る
教
育
長
の
給
料
月
額
を

　

減
額
す
る
等
の
も
の

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

　

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
市
長

　

等
の
給
料
月
額
を
減
額
す
る
と
と
も

　

に
、
市
長
お
よ
び
副
市
長
の
地
域
手

　
当
の
支
給
割
合
の
特
例
を
定
め
る
も
の

　

基
金
の
設
置
目
的
に
公
共
施
設
の
計

　

画
的
な
更
新
を
加
え
、
毎
年
度
基
金

　

と
し
て
積
み
立
て
る
額
の
範
囲
に
事

　

業
所
税
の
収
入
額
の
２
分
の
１
に
相

　

当
す
る
額
を
加
え
る
と
と
も
に
、
条

　

例
の
題
名
を
「
公
共
施
設
保
全
整
備

    

基
金
条
例
」
に
改
め
る
も
の

　

再
生
利
用
に
資
す
る
と
市
長
が
認
め

　

る
廃
棄
物
等
以
外
の
一
般
廃
棄
物
お

　

よ
び
産
業
廃
棄
物
の
処
分
に
係
る
手

　

数
料
等
を
改
定
す
る
も
の

　

広
告
物
等
の
所
有
者
お
よ
び
占
有
者

　

に
係
る
管
理
義
務
等
に
つ
い
て
定
め
、

　

市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に

　

禁
止
地
域
等
ま
た
は
禁
止
物
件
に
お

　

け
る
広
告
物
等
の
表
示
ま
た
は
設
置

　

に
係
る
許
可
等
を
す
る
こ
と
が
で
き

　

る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
禁
止
地

　

域
等
か
ら
都
市
公
園
の
区
域
の
う
ち

　

市
長
が
指
定
す
る
区
域
等
を
除
く
等

　

の
も
の

　

使
用
料
の
徴
収
方
法
を
定
め
る
と
と

　

も
に
、
月
の
中
途
に
お
い
て
農
業
集

　

落
排
水
処
理
施
設
の
使
用
を
開
始
し

　

た
場
合
等
の
基
本
使
用
料
の
算
定
方

　

法
を
改
め
る
も
の

　

非
常
勤
の
消
防
団
員
の
う
ち
班
長
お

　

よ
び
団
員
の
職
務
報
酬
を
改
定
す
る

　

も
の

　

料
金
の
徴
収
方
法
に
指
定
代
理
納
付

　

者
に
よ
る
納
付
の
方
法
等
を
加
え
る

　

と
と
も
に
、
月
の
中
途
に
お
い
て
水

　

道
の
使
用
を
開
始
し
た
場
合
等
の
基

　

本
料
金
の
算
定
方
法
を
改
め
る
も
の

　

吉よ
し
だ田　

利と
し
ひ
ろ弘

今定例会に提出された議案等 91  
件のうち 86 件が可決され、成立し
ました（８面の会派別議案等賛否
一覧表をご参照ください）。以下、
成立した議案の一部を紹介します。
　なお、予算等の審査については、
６・７面をご覧ください。

　　

福ふ
く
だ田　

治お
さ
む　

　
　
　

須す
ど
う藤　

信の
ぶ
ゆ
き行

　

荒あ
ら
い井　

美み

さ

こ
佐
子　
　
　
　

　

白し
ら
と
り鳥　

裕ゆ
う
こ子　

　
　

杉す
ぎ
た田　

通み
ち
よ世

　

堀ほ
り
え江　

謙け
ん
い
ち一　

　
　

田た
ど
こ
ろ所　

充み
つ
こ子

　

五ご
し
ま島　

昭あ
き
ら　

　
　
　

髙た
か
は
し橋　

洋ひ
ろ
し

　

西に
し
や
ま山　

敦あ
つ
こ子

　

寺て
ら
だ田　

清き
よ
の
ぶ伸

　

防
災
に
関
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る

　

と
と
も
に
、
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
、

　

身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
た
め
の
防

　

災
力
お
よ
び
減
災
力
の
向
上
を
図
る

　

こ
と
を
目
的
と
し
、
防
災
お
よ
び
減

　

災
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

　

め
る
も
の

endai city assemblyendai city assembly

  

endai city assemblyendai city assembly

い
く
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が

新
し
い
住
ま
い
の
地
で
つ
な
が
り
を
感

じ
な
が
ら
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　　
　
　

市
営
住
宅
の
抽
選
倍
率
が
高
く
、

住
宅
の
確
保
に
困
窮
す
る
市
民
が
い
る

現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
15
回
の
入
居
調

整
を
行
っ
て
も
な
お
24
戸
の
空
き
が
あ

る
茂
庭
第
二
復
興
公
営
住
宅
は
、
一
般

の
市
営
住
宅
と
し
て
の
入
居
者
募
集
を

早
急
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

茂
庭
第
二
復
興
公
営
住
宅
を
含

む
市
内
の
復
興
公
営
住
宅
の
空
き
住
戸

に
つ
い
て
は
、
市
内
全
て
の
被
災
者
に

対
象
を
広
げ
て
入
居
調
整
を
す
る
な
ど
、

既
に
十
分
な
入
居
調
整
を
尽
く
し
た
と

考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
国
や
県
と
最

　
　
　

平
成
29
年
度
に
策
定
す
る
市
役

所
新
庁
舎
の
基
本
構
想
で
は
、
現
地
建

て
替
え
に
限
ら
ず
勾
当
台
公
園
へ
の
整

備
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検

討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

本
庁
舎
建
て
替
え
に
関
す
る
課

題
の
中
で
は
、
時
間
的
制
約
が
最
も
大

き
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
早
期
建
設

の
目
標
を
立
て
る
と
す
れ
ば
、
現
時
点

で
は
現
地
建
て
替
え
を
中
心
に
議
論
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
、

移
転
も
含
め
た
複
数
の
整
備
手
法
の
条

件
や
課
題
に
つ
い
て
、
市
民
に
分
か
り
や

す
く
、
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

仙
台
城
大
手
門
の
復
元
は
、
観

光
や
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
。

政
宗
公
生
誕
４
５
０
年
を
契
機
と
し
て
、

大
手
門
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

大
手
門
復
元
に
当
た
っ
て
は
、

財
源
の
確
保
の
ほ
か
、
市
道
仙
台
城
跡

線
の
交
通
の
問
題
等
、
解
決
す
べ
き
課

題
が
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
大
手
門
を

含
め
仙
台
城
跡
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

を
進
め
る
と
と
も
に
、
課
題
を
巡
る
状

況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
復
元
整
備
の

時
期
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

○
市
立
病
院
跡
地
の
売
却
に
つ
い
て

○
い
じ
め
問
題
に
関
す
る
報
道
に
つ
い

　

て
の
現
時
点
の
認
識
と
今
後
の
対
応

○
心
の
復
興
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

○
人
口
減
少
と
高
齢
者
へ
の
就
労
支
援

○
選
挙
事
務
の
万
全
な
執
行
体
制
の
確
立

○
戊
辰
の
役
１
５
０
年
の
節
目
に
向
け

　

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

○
国
際
姉
妹
都
市
交
流
と
慰
安
婦
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
交
流
・
集

客
の
接
続
的
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

市
役
所
本
庁
舎
は
国
家
戦
略
特
区
の
区

域
計
画
に
認
定
さ
れ
た
一
番
町
商
店
街

の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い
る
現
地
で

の
建
て
替
え
を
求
め
る
。

      

　
　
　

本
庁
舎
の
建
て
替
え
は
、
時
間

的
制
約
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

現
地
で
の
建
て
替
え
が
最
も
実
現
性
の

高
い
手
法
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

新
庁
舎
の
整
備
は
、
災
害
対
応
機
能
や

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
持
続
的
に
発

展
す
る
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
機

能
を
備
え
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
も
寄

与
す
る
と
い
っ
た
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
、
移
転
も
含
め
た
複
数
の
整
備
手

法
の
条
件
や
課
題
を
市
民
に
広
く
ご
理

解
い
た
だ
く
よ
う
、
分
か
り
や
す
く
丁

寧
な
説
明
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

バ
ス
事
業
は
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
平
成
29
年
度
で
累
積

69
億
円
の
赤
字
の
見
通
し
で
あ
る
。
交

通
局
の
み
の
課
題
で
は
な
く
、
本
市
全

体
の
課
題
と
し
て
、
市
民
の
足
の
確
保

に
向
け
た
今
後
の
公
共
交
通
政
策
を
伺
う
。

　
　
　

市
民
の
生
活
を
支
え
る
交
通
の

確
保
は
、
本
市
に
と
っ
て
大
変
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
全
国
に
は
地
域
の
足
の

確
保
策
の
事
例
等
が
あ
り
、
地
域
・
交

通
事
業
者
・
行
政
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
主
体
の
取
り
組
み
や
新
た
な

担
い
手
の
活
用
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

○
市
長
の
公
約
達
成
状
況
と
再
選
の
意
志

○
Ｉ
Ｔ
産
業
と
本
市
中
小
企
業
と
の
連
携

○
子
ど
も
の
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

　

取
り
組
み

○
市
立
病
院
内
保
育
施
設
の
一
般
開
放

　
　
　

旧
貝
森
小
の
校
舎
を
「
（
仮
称
）

歴
史
的
公
文
書
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
整

備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
保
存
資
料
の

活
用
も
重
要
で
あ
り
、
市
民
へ
の
公
開

な
ど
、
施
設
の
在
り
方
や
管
理
方
法
を

条
例
に
よ
り
定
め
る
べ
き
。

　
　
　

　
　
　

平
成
32
年
度
の
開
館
を
目
途
に
、

設
置
根
拠
や
施
設
の
在
り
方
、
人
員
配

置
な
ど
の
管
理
体
制
等
に
つ
い
て
、
他

政
令
市
の
例
を
参
考
に
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

    

生
き
た
防
災
学
習
が
「
防
災
人

づ
く
り
」
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
る
。
市
中
心
部
の
震
災
復
興
メ
モ

リ
ア
ル
施
設
は
、
市
民
防
災
学
習
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
盛
り
込
ん
だ
も

の
と
し
て
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

　
　
　

国
内
外
の
施
設
の
情
報
収
集
や
、

課
題
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
震
災
の
教

訓
を
風
化
さ
せ
ず
に
継
承
し
て
い
く
た

め
に
は
防
災
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
施
設
の
コ
ン
セ

プ
ト
や
、
持
つ
べ
き
機
能
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

○
地
域
力
を
育
て
る
仕
組
み
づ
く
り
と

　
区
役
所
の
地
域
連
携
担
当
職
員
の
役
割

○
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
助
成
事
業

○
防
災
環
境
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て

○
災
害
対
応
法
制
と
被
災
者
支
援
制
度

　

の
地
方
分
権
的
視
点
か
ら
の
見
直
し

○
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
負
担
の
移

　

譲
に
伴
う
税
財
源
の
在
り
方

○
保
育
士
、
介
護
人
材
等
の
処
遇
改
善

○
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

　

業
の
市
民
へ
の
説
明
の
在
り
方

○
市
民
の
足
を
守
る
視
点
で
の
公
共
交

　
通
の
在
り
方
と
市
バ
ス
事
業
の
支
援
策

　
　
　

　
　
　

市
役
所
本
庁
舎
を
建
て
替
え
ざ

る
を
得
な
い
理
由
を
市
民
に
説
明
し
、

建
設
場
所
や
、
市
民
に
と
っ
て
必
要
な

機
能
、
費
用
の
問
題
を
含
め
た
庁
舎
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
幅
広
く
市
民
の
意

見
を
聞
く
べ
き
。

　
　
　

基
本
構
想
の
中
間
案
を
取
り
ま

と
め
た
段
階
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
す
る
こ
と
等
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　

調
査
結
果
で
は
、
経
済
的
に
困

窮
す
る
家
庭
ほ
ど
、
文
具
、
教
材
、
食

料
の
非
購
入
や
、
経
済
的
理
由
に
よ
る

進
学
断
念
や
中
退
等
の
割
合
が
高
い
。

出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
に
応
え
、
給
付

型
奨
学
金
や
35
人
学
級
を
実
現
し
、
具

体
の
支
援
を
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計

画
」
に
盛
り
込
む
べ
き
。

　
　
　

35
人
学
級
の
実
施
に
は
多
額
の

財
政
負
担
が
継
続
的
に
生
じ
る
課
題
が

あ
り
、
市
の
施
策
全
体
の
中
で
慎
重
に

検
討
す
る
。
給
付
型
奨
学
金
は
、
国
や

県
に
お
け
る
制
度
の
充
実
の
効
果
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
り
、
ま
ず
は
現
行
の
奨

学
金
制
度
の
周
知
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

計
画
の
策
定
は
、
調
査
結
果
を
基
に
、

子
ど
も
た
ち
や
家
庭
の
現
状
と
課
題
を

丁
寧
に
確
認
し
、
議
論
・
検
討
を
進
め
る
。

○
公
立
保
育
所
廃
止
方
針
を
中
止
し
、

　

民
間
の
認
可
保
育
所
の
建
設
に
よ
り

　
定
員
を
増
や
し
、
待
機
児
童
の
解
消
を

○
被
災
者
の
医
療
費
免
除
を
再
開
す
べ
き

○
市
民
の
安
全
安
心
と
環
境
を
守
り
、

　

放
射
性
汚
染
廃
棄
物
焼
却
に
反
対
を

○
指
定
管
理
者
制
度
や
業
務
委
託
の
拡

　

大
を
進
め
て
き
た
市
の
責
任

○
保
護
課
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
を

○
復
興
公
営
住
宅
の
見
守
り
体
制
構
築

　
　
　

　
　
　

住
宅
再
建
な
ど
目
に
見
え
る
復

興
が
進
ん
で
い
る
が
、
被
災
さ
れ
た
方

々
の
心
の
復
興
の
た
め
に
は
、
防
災
集

団
移
転
先
や
復
興
公
営
住
宅
な
ど
の
再

建
先
に
お
け
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
が
欠
か
せ
な
い
。
支
援
の
た
め
の

継
続
的
な
取
り
組
み
を
求
め
る
。

      

　
　
　

再
建
先
で
の
町
内
会
の
運
営
が

軌
道
に
乗
る
よ
う
継
続
し
て
支
援
し
て

終
調
整
を
行
っ
た
上
で
、
今
年
の
夏
を

目
途
に
一
般
の
市
営
住
宅
と
し
て
入
居

者
を
募
集
し
て
い
き
た
い
。

○
集
団
移
転
跡
地
利
活
用
は
元
地
権
者

　
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
よ

○
震
災
の
記
憶
の
風
化
に
あ
ら
が
う
復

　

興
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
の
整
備

○
本
庁
舎
建
て
替
え
の
基
本
構
想
は
、

　

「
市
民
第
一
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

○
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
観
光
振
興

  

    

  

  

  

  

  

再建先の新たなコミュニティで音楽を
通じた交流を楽しむ方々

　「（仮称）歴史的公文書センター」として
　　活用される旧貝森小学校の校舎

　　　経済的に困難な世帯ほど受診を　
　　　控えている

  
  

市議会では、 傍
聴をご希望の方は、会議当日に傍聴受付でお申し込みください（先着順）。
　また、聴覚に障害のある方が本会議を傍聴する際に、手話通訳をご利用い
ただくことができます。傍聴予定日の３日前（土・日・祝日を除く）の正午
までに申込書に必要事項を記入し、お申し込みください。

　　仙台空襲で焼失する前の大手門
（写真提供　仙台市博物館）

　　　市民の生活を支えるバス事業

＜お問い合わせ・お申し込み＞
　

　議事堂は、市役所正面から見て左側
の建物です。

　 受付で住所、氏名を記入し、傍聴券
をお受け取りください。

     本会議場の傍聴席は議事堂の４階
にあります。受付脇の階段または市
役所のエレベーターをご利用くださ
い。（エレベーターは３階で降り、
議事堂へお越しください。）

　　　傍聴受付

本会議や予算・決算等審査特別委員会
は、インターネットで生中継・録画中継
を行っています。

ので、ぜ
ひご利用ください。

102 席ある本会議場の傍聴席

　　本会議の様子　　
＜お問い合わせ＞
　


